
鹿沼市小中学校 2 学期制導入について 

 

１．目的 

  児童生徒がじっくり学び、ゆとりある教育活動を推進するため、小中学校において２学期制を導入する。 

１つの学期の期間が長くなる中で、授業や学校行事のあり方などについて創意・工夫しながら、児童生徒と教

職員が触れ合える時間を確保し、教育活動の充実を図る。 

 

２．前期・後期の分け方 

 ・１０月の「スポーツの日」（第２月曜日）を含む３連休の前後で学期を分ける。 

   前期 ４月１日～１０月第２月曜日まで 

   後期 １０月第２月曜日の翌日～３月３１日まで 

 

３．長期休業について 

・現行と変更なし ※学期を分ける「秋休み」は配置しない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．経緯 

  ～R5 年度 一部小中学校の通信票の前後期制導入、２学期制導入への検討、他市等の調査、校長会との協議 

   R6 年度 全小中学校の通知票の前・後期制の導入、調査 

   R７年度 実施 

 

５．導入にあたって 

 ①時間的なゆとりを活かした、きめ細やかな指導の充実を図る。 

 ②学びの連続性・長期的な成長を見取る評価により、学力の定着を図る。 

 ③慣習的に行われてきた活動を見直し、今まで以上に子供や地域の実態に即した特色ある学校作りを推進する。 

  

６．2 学期制を検討した中で出てきた課題への対応 

  ・長期休業の前後に始業式や終業式などがないため、気持ちの区切りがつけにくい 

   →集会や学級活動等を行い、気持ちのけじめがつけられるようにする。 

  ・保護者等は今までの３学期制しか経験がないため、２学期制のイメージがもちにくい。 

   →導入前に通知や懇談会での説明等による周知を図るとともに、令和７年度以降も学校だより等で教育活

動や児童生徒の様子を伝え、理解を進める。 


